
CF-04-2023

瑞穂管路DB2　作業所

月間重点目標（安全衛生協議会決定事項）

・クレーン関連災害の防止

・躓き転倒災害の防止

今月の玉掛用具の点検色　 赤 色

日 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

曜日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

管路（推進工）　Φ540 掘進 掘進 掘進 掘進 到達工 到達工

管路（推進工）　Φ540 準備工

管路（推進工）　Φ800
撤去工 機材搬出 キュービクル撤去

マンホール工 M.2152-1、2153-1 M.2145-1 M.2145-1、2146-1 M.2194-1 支保工撤去 No.3 支保工撤去 支保工撤去

TATSUMI 流動化打設 M.2194-1、2194-2 流動化打設 流動化打設 流動化打設

管路（開削工）

　　1工区 新拓

2-28宅 4727路線 4745-6路線 4745-6路線 4745-4路線 4745-2路線 4565-3路線

　　2、3工区 新拓 各所宅桝

4749-2路線 4739路線 4739-2路線 4727路線

　　3工区 新拓 各所宅桝

4827路線 4827路線 4827路線 4827路線 4827路線

　　4工区 丸謹

4764路線 4764路線 4765-1路線 4765-1路線 ４７６２路線

　　5工区 永井 宅桝 宅桝

5工区 薬液注入工 レイタンス処理

ベントサイフォン部

簡易推進 1-73宅 4727路線 2-28宅

キャピラリー とんとん とんとん とんとん

立坑工

TATSUMI

実

・退避・人払い合図状況の確認 ・架空線位置の確認 ・整理整頓の確認 ・作業ヤード養生状況の確認 ・架空線位置の確認 ・墜落制止用器具使用の確認

施 ・資機材楊重状況の確認 ・吊具の点検、確認 ・立入禁止処置の確認 ・吊具の点検、確認 ・昇降設備の点検

・玉掛、地切り状況の確認 ・楊重機械の作業半径の確認 ・危険個所の明示 ・楊重機械の作業半径の確認 ・手摺の設置、点検

細 ・退避・人払い合図の確認と改善 ・立入禁止処置の実施と確認

・作業床の整理整頓 ・吊り荷直下の立入禁止の徹底 ・安全通路の確保 ・路上看板固定状況の点検と改善・吊り荷直下の立入禁止の徹底 ・足元の確認

目 ・合図員の配置 ・吊具の点検、確認 ・動線の確認、段差の解消 ・適切な交通誘導 ・吊具の点検、確認 ・開口部の養生

　（安全協議会、安全集会、

　　工程会議、週間点検、

　　一斉清掃、月例点検、

　　安全教育、健康診断、

　　職長会、作業所規則点検、

　　安全パトロール等）

・交通ルールの遵守

・墜落制止用器具使用の徹底・各所施工箇所の整理整頓

公衆災害の防止 クレーン関連災害の防止 墜落・転落災害の防止

北村

作成

元方安全
担当者

衛生責任者 衛生管理者

北村 岩見

統括安全

当社が行うべき事項

要

 令和8年　3月度　　安全衛生計画表

週 間 重 点 目 標 飛来・落下災害の防止 クレーン関連災害の防止 躓き転倒災害の防止

M.2337-1～No.3　ヤスダエンジニアリング

令和8年2月26日

岩見

項　　　目

主

工

・公衆災害の防止

程

立坑築造

協力会社が行うべき事項

安　全　当　番 小林 佐村 中島 日比野
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M.2235-1～M.2196-1　サン・シールド

M.2235-1～M.2295-1　サン・シールド
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丸岩・大阪防水

・架空線位置の確認 ・架空線位置の確認

・照度、安全通路の確保
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